
子
育
て
支
援
の
取
組

　

本
市
は
、
次
代
を
担
う
全
て
の
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
育
ち
、
安
全
で
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

総
合
的
な
子
育
て
支
援
施
策
の
展
開
と
体
制

整
備
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
柱
の
１
つ
と
し
て
「
幼
保
一
体
化
」

を
推
進
し
て
お
り
、
４
月
に
新
野
保
育
所
と

新
野
幼
稚
園
を
統
合
し
た
認
定
こ
ど
も
園

「
新
野
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。

本
市
に
お
け
る
「
公
立
認
定
こ
ど
も
園
」
の

開
設
は
、
今
津
、
平
島
、
橘
、
岩
脇
に
続
い

て
５
カ
所
目
と
な
り
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
保
育
所
と
幼
稚
園
の
機

能
を
併
せ
持
つ
「
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も

園
」
で
、
０
歳
児
か
ら
就
学
前
の
児
童
ま
で

一
貫
し
て
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
４
歳
児
、
５
歳
児
に
お
い

て
は
、
幼
稚
園
と
同
様
に
保
護
者
の
就
労
に

関
係
な
く
入
所
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
開
所

後
は
、
乳
幼
児
の
在
宅
親
子
を
対
象
に
「
地

域
子
育
て
支
援
事
業
」
も
実
施
し
、
地
域
の

子
育
て
支
援
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
宝
田
や
見
能
林
を
は
じ
め
、
全

市
的
に
保
育
所
と
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園

化
を
進
め
、
多
様
化
す
る
就
学
前
児
童
の
教

育
・
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
就
学
後
の
児
童
を
対
象
に
し
た

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
に
つ
い
て
、
４
月

か
ら
、
横
見
小
学
校
の
校
舎
の
一
部
を
利
用

し
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
ま
す
。

学
校
施
設
を
利
用
し
て
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
開
設
す
る
の
は
、
本
市
で
は
初
め
て
で
あ

り
、
今
後
、
運
用
面
等
の
課
題
等
を
検
証
し
、

よ
り
安
全
で
安
心
な
放
課
後
児
童
対
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
子
育
て
支
援
の
取
組
を
よ
り
効

率
的
、
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
組
織
に

お
け
る
推
進
体
制
を
見
直
し
、
就
学
前
の
児

童
に
対
す
る
施
策
は
保
育
部
門
で
、
ま
た
、

就
学
後
は
教
育
部
門
に
再
編
し
、
従
来
の
制

度
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
か
つ
多
様
な

対
応
と
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
っ
た
分
か

り
や
す
い
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
住
ん
で
み
ん
で
Ａあ

な

ん

Ｎ
Ａ
Ｎ
事

業
」を
創
設

　

子
育
て
世
帯
や
移
住
・
定
住
世
帯
を
積
極

的
に
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
の
維

持
・
増
加
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
49

歳
以
下
の
「
子
育
て
世
帯
」、「
移
住
世
帯
」

等
が
住
宅
を
取
得
す
る
場
合
に
、
一
定
額
を

補
助
す
る
「
住
ん
で
み
ん
で
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
事

業
」
を
創
設
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
単
な
る
補
助
金
施
策
で
は

な
く
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
と
連
携
す
る
こ

と
で
、
同
機
構
の
住
宅
ロ
ー
ン
「
フ
ラ
ッ
ト

35
」
の
金
利
が
、
当
初
５
年
間
０
・
25
％
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
財
政
支
援
と
金
利
支
援

が
相
乗
し
、
子
育
て
・
移
住
世
帯
に
対
す
る

負
担
軽
減
効
果
が
、
よ
り
一
層
高
ま
り
、
移

住
定
住
人
口
の
増
加
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、「
阿
南
創
生
の
布
石
」
と
な

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
制
度
の
創
設
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

他
の
制
度
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
よ

り
効
果
的
に
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
や
市

外
流
出
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
移
住
定
住
を
促

進
し
、
本
市
の
人
口
増
加
や
活
力
向
上
の
一

助
と
な
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

阿
南
中
学
校
西
側
に
建
設
を
進
め
て
い
る

中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
３
月
中
旬
の

完
成
を
目
前
に
、
仕
上
げ
の
段
階
に
入
っ
て

い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
骨
造
り
一
部
２
階
建
、

延
床
面
積
２
８
８
８
平
方
メ
ー
ト
ル
で
調
理

能
力
・
炊
飯
能
力
と
も
に
実
能
力
４
０
０
０

食
、
配
送
す
る
学
校
は
小
学
校
４
校
と
中
学

校
３
校
を
予
定
し
て
お
り
、
災
害
時
等
に
お

い
て
は
、
炊
飯
施
設
を
稼
働
で
き
る
自
家
発

電
設
備
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
完
成
検
査
の

後
、
舗
装
工
事
、
備
品
類
の
搬
入
、
試
運
転

等
を
終
え
、
９
月
か
ら
の
稼
働
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

小
中
学
校
の
再
編
に
つ
い
て

　
「
学
校
が
な
く
な
る
と
『
ま
ち
』
が
寂
れ

る
、
母
校
が
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
、
学
校

は
そ
れ
ぞ
れ
『
ま
ち
』
の
中
心
で
あ
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
で
あ
る
」
と
い
う
声

が
聞
か
れ
ま
す
。
一
方
、
子
ど
も
た
ち
が
多

く
の
友
人
た
ち
と
か
か
わ
る
中
で
、
多
様
な

考
え
に
触
れ
、
認
め
合
い
、
協
力
し
合
い
、

切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
を
通
じ
て
社
会
性
や
規

範
意
識
を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
に
よ
れ
ば
、
小
学
校
の
適
正

な
学
校
規
模
は
、
全
学
年
で
ク
ラ
ス
替
え
を

可
能
と
し
た
り
、
学
習
活
動
の
特
質
に
応
じ

て
学
級
を
超
え
た
集
団
を
編
成
し
た
り
す
る

た
め
に
、
１
学
年
２
学
級
以
上
で
あ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
現
状
は
、
ほ
と
ん
ど
の
小
学
校
が

１
学
年
１
学
級
の
単
式
学
級
で
、
１
学
級
に

つ
き
２
学
年
か
ら
構
成
さ
れ
る
複
式
学
級
の

学
校
は
３
校
で
す
。
ま
た
、
本
市
の
小
中
学

校
児
童
生
徒
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
状
況
の
下
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
、
よ
り
望
ま
し
い
教
育
環
境
を
整
え
る

た
め
、
学
校
の
適
正
規
模
や
適
正
配
置
に
つ

い
て
、
地
域
住
民
の
方
も
交
え
て
本
格
的
に

議
論
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

来
年
度
、
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
す
る

中
で
、
学
校
を
通
じ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
の
声
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
市
を
挙
げ
て
小
中
学
校
の
再
編
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

阿
南
駅
周
辺
の
整
備

　

阿
南
駅
周
辺
の
市
街
地
整
備
を
促
進
し
、

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
る
た
め
に

は
、
駅
前
広
場
や
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
が

必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

立
地
適
正
化
計
画
に
、
阿
南
駅
周
辺
整
備
事

業
の
必
要
性
を
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
阿

南
駅
周
辺
の
将
来
像
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
共

有
し
、
官
民
連
携
に
よ
る
人
づ
く
り
と
組
織

づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
代
替
用
地
と
し
て
先
行

取
得
し
た
元
商
業
店
舗
用
地
を
有
効
活
用
し
、

多
目
的
広
場
や
駐
車
場
等
の
整
備
を
行
い
、

隣
接
す
る
阿
南
駅
前
児
童
公
園
と
一
体
的
な

緑
の
空
間
づ
く
り
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
や
高
齢
者
等
が
ふ
れ
あ
い
、
交
流
で
き

る
公
園
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
人
づ
く
り
・
組
織
づ
く
り
を
行
う

官
民
連
携
の
方
策
等
を
示
し
た
事
業
計
画
案

を
作
成
し
、
阿
南
駅
周
辺
に
お
け
る
魅
力
づ

く
り
や
賑
わ
い
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

牛
岐
城
趾
公
園
施
設
の
整
備

　

牛
岐
城
趾
公
園
は
、
春
に
城
山
一
帯
を
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
埋
め
尽
く
す
桜
の
名
所
と
し

て
、
ま
た
、
公
園
展
望
部
に
、「
光
の
ま
ち

づ
く
り
」
事
業
発
祥
の
地
と
し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

オ
ブ
ジ
ェ
「
キ
ラ
キ
ラ
・
ド
ー
ム
」
を
設
置

し
、「
光
の
ま
ち
阿
南
」
に
ふ
さ
わ
し
い
観

光
・
交
流
の
場
と
し
て
、
大
変
重
要
な
施
設

で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
キ
ラ
キ
ラ
・
ド
ー
ム
は
、

設
置
後
10
年
を
経
過
し
、
経
年
劣
化
が
著
し

い
こ
と
か
ら
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
電
気
設
備
等
に
つ

い
て
、
改
修
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
阿
南
市
牛
岐
城
趾
公
園

整
備
に
係
る
日
亜
化
学
工
業
基
金
」
を
活
用

し
、
最
新
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
の

技
術
に
よ
り
、
キ
ラ
キ
ラ
・
ド
ー
ム
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

　

ま
た
、
牛
岐
城
趾
公
園
の
北
側
斜
面
に
、

急
傾
斜
地
の
土ど

留ど

め
対
策
と
し
て
設
置
を
す

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
も
あ
わ
せ
て
整
備
す
る

こ
と
で
、
牛
岐
城
趾
を
保
存
し
て
ま
い
り
ま

す
。消

防
防
災
設
備
等
の
充
実
強
化

　

西
日
本
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
は
、
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
市
は
、
豪
雨
災
害
の
教

訓
等
を
踏
ま
え
て
、
消
防
防
災
設
備
等
の
充

実
強
化
を
図
る
必
要
を
鑑
み
、
老
朽
化
し
た

現
行
車
両
の
買
い
替
え
と
し
て
Ｃ
Ｄ

－

Ⅰ
型

災
害
対
応
特
殊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
お
よ
び

同
型
消
防
用
ポ
ン
プ
自
動
車
を
各
１
台
、
さ

ら
に
は
大
型
の
水
難
救
助
支
援
車
１
台
を
含

む
合
計
３
台
を
同
時
に
整
備
し
ま
す
。

　

特
に
水
難
救
助
支
援
車
は
、
こ
れ
ま
で
は

必
要
資
機
材
の
搬
送
業
務
の
み
の
状
況
で
し

た
が
、
新
規
車
両
で
は
初
動
活
動
に
特
化
し

た
機
能
を
有
す
る
バ
ス
型
の
導
入
を
計
画
し

て
お
り
、
現
行
車
の
収
納
不
足
の
大
幅
な
改

善
に
加
え
、
出
動
途
上
か
ら
潜
水
隊
員
が
車

内
乗
車
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
前
準
備
等
の

迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

若
杉
山
遺
跡
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
平
成
29
年
度
か
ら
徳
島
県
教
育

委
員
会
と
合
同
で
若
杉
山
遺
跡
の
調
査
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
遺
跡
は
弥
生
時

代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
全

国
唯
一
の
辰し

ん

砂し
ゃ

採
掘
遺
跡
で
す
。

　

平
成
29
年
度
に
辰
砂
を
採
掘
し
て
い
た
坑

道
が
見
つ
か
り
、
平
成
30
年
度
の
調
査
に
お

い
て
、
こ
の
坑
道
内
部
か
ら
弥
生
時
代
後
期

の
土
器
片
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
日
本

最
古
の
坑
道
跡
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

全
国
的
に
も
注
目
度
の
高
い
遺
跡
で
あ
り

ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
国
史
跡

指
定
に
向
け
て
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

Ｓ
Ｕ
Ｐ
を
活
用
し
た
取
組

　

市
内
の
移
住
支
援
団
体
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
等
と
協
働
し
、
近
年
人
気
の
マ
リ
ン
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
る
「
Ｓさ

っ

ぷ
Ｕ
Ｐ
」（
ス
タ

ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
）
を
活
用
し
た
取
組
と

し
て
、
か
も
だ
岬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
内
の

広
場
に
Ｓ
Ｕ
Ｐ
艇
庫
を
設
置
し
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
愛

好
者
が
集
う
拠
点
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
資
源
を
生
か
し
た
体
験
型
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
を
開
拓
し
、
県
外
は
も
と
よ
り
、
海

外
か
ら
も
定
期
的
に
本
市
へ
足
を
運
ん
で
い

た
だ
く
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
「
関
係
人

口
」
を
創
出
し
、「
移
住
」
へ
と
繋
げ
る
と

と
も
に
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

３
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　
３
月
議
会
が
３
月
１
日
か
ら
25
日
ま
で
の
25
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
日
に
は
、
議
案
審
議

に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

　
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨
部

分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご

覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
後
日
作

成
す
る
市
議
会
会
議
録
は
、
市
立
図
書

館
等
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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